
息を専用のバッグに採取し、ピロリ菌感染の有無を調べる検査です。

【原理】

ピロリ菌のウレアーゼ

　　ピロリ菌がいる場合、服用した尿素と水は、ピロリ菌の産生するウレアーゼにより
　　二酸化炭素とアンモニアに分解されます。
　　空気中の二酸化炭素と識別できるように、尿素の炭素原子には目印がついています。

【検査の流れ】
①息を採取バッグに吹き込みます。

②ユービット錠を服用します。

③服用から２０分後の息を採取バッグに吹き込みます。

【注意事項】
・ピロリ菌の除菌判定目的で実施される場合、当院では除菌薬を飲み終えてからこの検査

　まで最低でも6週間以上の期間を空けてから受けていただいております。

・検査の５時間前から禁食。検査の1時間前まで飲水可(水のみ可、他はダメ）。

（普段服用している薬がある方はご相談ください）

・検査前の喫煙は控えてください。

・お薬によっては、効果判定に影響を与える場合があるので休薬が必要です。

　　抗生物質全般
　　ビスマス塩製剤（下剤：次硝酸ビスマスには抗菌薬の成分が含まれています）　

・妊娠中、授乳中の方はお申し出ください。

新浦安虎の門クリニック
外来電話番号
　　　　　　047-381-2090

ブレステスト（尿素呼気試験）

　　胃薬
   　（タケキャブ、タケプロン、ネキシウム、パリエット、オメプラール、アルサルミン、ガストローム等）

■結果説明日時：　　　年　　　月　　　日　（　　）　　　：

■検査日時：　　　年　　　月　　　日　（　　）　　　：　　　　　

＋ ＋ ２

ユービット錠（尿素）


